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研究成果概要 
 本研究では，主として SK-Gd 計画および HK 実験の検出器部材の含有するウラン系

列，トリウム系列等の放射性不純物量測定と，その結果を基にした検出器低放射能化を

推進している。2025 年度は，これまでの研究に引き続き， 2016 年度および 2021 年度

に運用を開始した極低放射能ゲルマニウム（HPGe）検出器（以下，Ge01 および Ge02
と略す）を用いて，検出器部材の放射性不純物測定を継続した。 
 今年度の測定試料の例として，SK-Gd 計画や HK 実験でのラドン除去への応用が期

待される銀ゼオライトや，水の純化を目指したフィルター等がある。これらの測定結果

から，SK-Gd 計画や HK 実験での低放射能化へのフィードバックが期待される。本研究

は SK/HK 関係の試料測定を主目的としているが，それらに加えて将来研究のための放

射性不純物測定も行っており，測定結果を用いた暗黒物質検出器開発論文や 160Gd二重
ベータ崩壊探索実験論文が出版された[1,2]。 
 Ge02 に関しては例年に引き続き長期間の背景事象データを取得し，背景事象の経時

変化を確認した。取得した背景事象のエネルギースペクトルを図 1 に示す。結果，宇宙

線ミューオンの少ない環境のおかげで背景事象頻度は継続して減少しており，今なお世

界トップレベルでの極低放射能 HPGe 検出器であることがわかる。 
 また来年度からは，超純水や硫酸 Gd 水中のウラン・トリウム量や検出器部材からの

ラドン湧出し量などを評価するために，地下実験室に設置された ICP-MS や 80L ラド

ン検出器を活用した不純物量測定も計画している。2025 年度には ICP-MS の感度を 10
倍程度に向上する脱溶媒装置（図 2）を導入した。今後は 2台の HPGe 検出器に加えて，



ICP-MS や 80L ラドン検出器を用いて放射性不純物量測定技術を補完し，SK-Gd,HK お

よびその他の将来計画への貢献を継続する。 
 

 
図 1. Ge02 の長期背景事象データのエネルギースペクトル 
 

図 2. ICP-MS システムに導入した脱溶媒装置 
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